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別 紙 

会 議 の 経 過 
令和４年３月１６日（水） 

午 前 ９時２６分 開議  

 

◎ 開議の宣言 

○議長（濱野茂樹君） おはようございます。定刻に若干早いですが、進めたいと思います。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（濱野茂樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、 

           ４番、中 嶋 議員 

           ６番、大 谷 議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いいたします。 

 

◎ 日程第２ 議案第３号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第２、議案第３号 令和４年度伊根町一般会計予算を議題とし、これ

から質疑を行います。 

 なお、質疑は慣例により歳入全般を一区切り、歳出の１款議会費から４款衛生費までを一区切り、

６款農林水産業費から８款土木費までを一区切り、９款消防費から１４款予備費までを一区切り、

合計４区切りとして行いますので、よろしくお願いします。 

 また、十分審議を尽くせるよう、令和４年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情が許す限り制

限しないこととしたく思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。令和４年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情が

許す限り制限しないことと決定しました。活発な議論と十分な審議が尽くされることを期待します。 

 なお、質疑の際は予算書ページ、事業名の後、質疑頂きますようお願いいたします。 

 初めに、一般会計予算の歳入全般を対象として質疑を行います。１番、和田議員。 

○１番（和田義清君） おはようございます。 

 それでは、予算書２７ページの普通財産貸付料についてお伺いします。 

 お食事処うらなぎ丸の賃貸料１６６万４，０００円の積算根拠と他の公設民営施設等の、例えば

舟屋日和さんだとか観光案内所とかの施設との整合性について質問いたします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） それでは、ご説明申し上げます。 

 貸付料の算定につきましては、建物分は改修に要した費用から国庫補助等で財源手当が見込まれ

る額を控除し、つまり伊根町が単費として負担する額を基礎としております。土地につきましては、

当該地の更地価格を基礎とし、その建物と土地の合計額に年１２％の期待利回りを乗じた額を貸付

料として算出しております。これは公募型プロポーザル募集時に提示した方法となります。 

 それから、舟屋日和、観光協会２階の飲食施設との整合性についてですが、まず、今回整備した

施設の財産区分を申し上げますと、普通財産としております。舟屋日和、観光協会は公の施設とし

て整理をしております。公の施設とは、地方自治法の規定により住民の福祉を増進する目的をもっ

て住民の利用に供するために地方団体が設ける施設とされ、住民の利用に供することを目的としな

い施設は公の施設となりません。舟屋日和等の施設は、飲食施設のほかに一般の利用に供する場所

がありますので、住民の利用に供するという要件を満たすため、公の施設として設置条例を制定、
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指定管理制度によって施設管理を行っております。 

 今回の施設につきましては、用地の全て、それから建物の全部が飲食店であるため、この施設を

利用するのは店舗経営者のみとなりますので、住民の利用に供するという条件を満たさず、公の施

設の要件の１つが欠けるため、公の施設ではないと判断し、普通財産として整理、財産貸付の方法

で対応するものとさせていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。３番、長谷川議員。 

○３番（長谷川貴之君） 予算書の１７ページです。中段ぐらいですかね、予約型乗合交通使用料

ということで１３２万円ございます。本年度４月から本格運行します、いねタクの運賃収入かと思

うんですが、初年度なんでなかなか難しいとは思うんですが、回数券と３００円の運賃ということ

で、割合も難しいと思いますが、大体年間の利用客見込みをどれぐらいで考えておられるのかお聞

かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） ９月、１０月に実施いたしました実証実験運行では２か月で約

１，１００人のご利用がありました。１か月にしますと５５０人、年間に直しますと６，６００人

となるところでして、有料となる４月からは実証実験の約３分の２を想定いたしまして、

４，４００人掛ける３００円ということで１３２万円を計上させていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） ２７ページの指定寄附金のふるさと応援寄附金の件ですけれども、前年度

と比べ４００万円増額を見込まれているわけなんですけれども、これは新しい特産品の開発という

ことで増えるということを予測されているんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） ふるさと納税４００万円増の見込みにつきましては、３月から楽

天ふるさと納税のサイトをもう一つ追加して採用しておりますので、サイトの利用によりまして増

えるのではないかという見込みで４００万円増と見込んで予算計上させていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 予算書３０ページの１１目臨時財政対策債費です。今年３，０００万円の

減というふうになっておりますが、今後のこれの見通しというものはこれからずっと減っていくの

か、どういう見通しになるのか教えていただきたいのと、併せて、地方交付税は今年は増額になっ

ていいんですが、この対策債は今後減っていくとなると、交付税に上乗せでまた戻ってくるものな

のか、そこらの考え方がどうなっているのか、ちょっとお聞かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま大谷議員からご質問を頂戴いたしました臨時財政対策債のほ

うから、まず考え方を説明させていただきますと、今回計上額を減額とさせていただきましたのは、

令和４年度の地方財政計画の中で前年度比、臨時財政対策債の総額が日本国内全体で５．５兆円か

ら１．８兆円に減額になっております。その主な理由としましては、普通交付税等によって総額が

確保されて臨時財政対策債に振り替えていく折半対象財源が減少したという考え方であります。そ

のため、私どもの計上も同様の考え方で臨時財政対策債の前年度比の減額の部分を反映させての計

上とさせていただいております。 

 また、普通交付税につきましては、今も申し上げましたように、一般財源総額の所要額を算定し

た中で不足額を交付税で見込むと、で、その中での折半対象財源分の部分は臨時財政対策債に出て

いくということになりますので、ある意味、臨時財政対策債が減ったということは、その分、普通

交付税なり地方税なりで必要な一般財源が措置されると、地財計画の中で措置されるという考え方

でございます。 

 ということで、また、町長が施政方針の中で申し上げましたように、骨太の方針の中で令和４年

度から３か年間の一般財源の３年度並みに確保されていくという考え方を当てはめていきますと、

一般財源の総額としては、令和４年、５年、６年としては安定的に見込まれるのかなというふうに

は現段階では考えておるところでございます。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を
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終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、歳出１款議会費から４款衛生費を対象として質疑を行います。８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） おはようございます。４７ページの再生可能エネルギー活用型地域振興事

業ですが、工事請負費１億７，７００万円の、私はすばらしい事業だと思っております。太陽光を

利用してあそこで充電した車で地域の方々を乗せて走るというようなすばらしい事業だと思うんで

すが、この進入する道路が農道であります。私、今年度、責任者であります農会長を日出区でして

おりますが、この議会で初めてこの事業を知りました。全くその事前に下の田んぼの所有者の方と

か日出区のほうへ連絡なしに事業を進めていいものかどうか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 暫時休憩します。 

休憩  ９時４６分 

再開  ９時４７分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 佐戸議員のおっしゃるとおりだと思いますが、こちらの想定とい

たしましては、予算可決を頂いた後、補助金採択を頂いた後、地元説明をさせていただきたいとい

う想定をしておりました。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） 私は大賛成なんですけれども、下の田んぼの方とか奥の農家の方が反対さ

れてというようなことを想定しますと、さすがに少し事前に説明をする必要があるのではないかと

私は思うんです。それと、ここの農道の広さを見ていただいたら分かるんですけれども、下の田ん

ぼの方がトラクター、軽トラ、コンバインなどなど、一年中草刈りとかで置かれます、田んぼの前

に。通れませんよ、車。その辺はどうお考えですか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） そのあたりは丁寧に説明させていただきながら事業を進めさせて

いただきたいと思っております。通行についても農業の邪魔にならない配慮もさせていただきたい

と思います。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） 今のと関連質問ですが、ＥＶの充電設備のある駐車場ということで、空き

スペースについては役場職員の駐車場とされるのか、また一般車両の駐車もできるのか。また、夜

間ＥＶ車の充電をされるということで、いたずら等が懸念されると思うんですが、監視カメラ等の

設置は考えておるのでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） この駐車場の利用の想定といたしましては、整備完了いたしまし

たら、まず職員がこの駐車場を利用いたしまして、庁舎やほっと館に近いスペースを施設利用者の

方に利用していただこうと現時点では考えております。 

 それから、いたずら等の対応につきまして監視カメラ等を設置する予定はございません。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） すみません。もう一度、関連質問なんですけれども、日出区といたしまし

て農会で水路等を整備するために農地管理費、農地協力金というものを集めております。年間、大

島の方も５人ぐらい、亀島の方も何人かおられまして、日出地区民だけでなく集めております。そ

のお金が年間８万円以上、皆さんで積み立てて災害などの復旧に充てております。今年度も宮津地

内でしたが二十数万円の支出がありまして、農会の会計がマイナス１２万円ぐらいであったという

ことがあります。 

 事前に個人的にですが、総務課長にお聞きしたところ、役場としてはそういうものに支出するこ

とはないということを聞かさせていただいております。しかし、そのＥＶ車が毎日何台も農道を走

る、農道の保全ができないとかいうことになりましたら、全て日出の農会が、伊根町から補助をも
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らうにしても、日出の農会の管理でありますし、直していかなければならない。その辺はどうお考

えかお聞かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 暫時休憩します。 

休憩  ９時５３分 

再開  ９時５７分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。上山副町長。 

○副町長（上山富夫君） 佐戸議員のご質問です。当初お聞かせいただいておりましたのが、ほか

のところでは農地を守るための、保全のためのお金を農業されている方から頂いているということ

でしたので、伊根町からもその旨のお金を払えということかなというふうに解釈をしておりました

ので、そういう答弁になってしまったんですけれども、今休憩中にですが、今後例えば現在の農道

を町道にというような考えはないのかというようなご質問趣旨だったということでございますので、

今後、地元の方々と調整をする上で、整合性が取れるのであれば、そうした例えば農道を町道に格

上げするというようなことについても検討させていただきたいというふうに考えます。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書３９ページの４目の会計管理費２７４万２，０００円計上分の

１８節の負担金で、指定金融機関に対しての２２０万円の補助というご説明を頂きました。指定金

融機関への負担金は人件費相当分の半額程度の負担という説明を聞きましたが、現状９時から

１５時までの間の派出所開設の時間の中で年間２２０万円の費用対効果があるとは思えません。伊

根町の公金の受け取りであれば出納室職員でも十分可能ではないかという観点から、実際どれぐら

いの事務量があるのかということと、また、他の都道府県では派出所を廃止した自治体の例もござ

います。公金の受入れ、払出し状況の管理は、派出所を設置しなくてもウェブ等で駆使すれば職員

で対応可能ではないかと思います。仮に今回契約した場合の単年契約か、それとも複数年契約か、

以上のことについてご質問いたします。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいまご質問頂きました指定金融機関の京都銀行の派出の件でござ

いますが、指定金融機関としての業務の中の一部としての派出でございまして、皆さん、よく目に

していただきます１０時から１５時までの間のその窓口の納付金等の受領、この部分だけでのコス

ト比較というのはちょっと無理があるのかなというふうに考えております。 

 この期間につきまして、契約につきましては、京都銀行と伊根町の間の指定管理の契約に伴って

派生するものでございますので、協定を締結していく必要があるのかなというふうに考えておりま

す。これは当然、現契約であります指定管理契約の中で、それに伴うものとして個別に始期と終期、

最初と終わりですね、決めるものではないというふうに現段階では考えておるところでございます。 

○議長（濱野茂樹君） 暫時休憩します。 

休憩 １０時００分 

再開 １０時０９分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） ４３ページの地域公共交通確保維持費のところで、４月１日から予約型乗

合タクシーの運用が開始される予定でありますが、この定期券の購入方法を教えていただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 定期券でよろしいですか。定期券は伊根町役場のほうに申し込み

頂ければ、日数を教えていただければ計算をしてその場で発行させていただきます。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） 交通手段のない方がタクシーを利用するということで、郵送するというよ

うなことは考えてないんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 上辻議員、回数券も含めての質問ですか。 
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 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 回数券につきましては、役場窓口と観光案内所でも販売すること

としております。それから、回数券のみとなりますが、車内での販売も現在検討させていただいて

おります。定期券は、申し訳ないんですけれども、ちょっと郵送するというわけにはいかないと思

っておりますので、役場窓口での販売のみとさせていただきたいと思っております。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 関連質問になりますけれども、２ＷＤの車というふうにお伺いしているん

ですが、冬期であれば、バスなんかはチェーンを巻いても通れないということもあるでしょうけれ

ども、何か代替のものを考えておられるのか、もし取りやめという、運休しますよという場合には、

何を基準とされるのかというのをちょっとお伺いします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 当然スタッドレスタイヤは準備させていただいておりまして、除

雪して頂ければ運行することは可能かと思っております。ただ、朝の早い時間等になりますと除雪

がしきれてない箇所も当然あるというふうには思っておりますので、まだ運行していないところで、

なかなか答えを申し上げるのは難しいんですけれども、動けないときに無理して運行するより計画

的な運休をさせていただくほうがよいというふうには考えております。例えば、天気予報を見て明

日の予報が大雪になることが分かっていれば、あらかじめ運休をしますということをいねばん等で

流させていただくという手法を取ったほうがよいのではないかなと現時点では考えているところで

す。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） ４３ページの企画費の個人情報保護法事業のことについてお伺いします。

こちらに８９６万４，０００円の経費事業のうち業務委託としてほとんどの８９３万２，０００円

が計上されていますけれども、この業務委託内容と、度々、個人情報保護法手厚く改正というか管

理の仕方が変わっているようですが、今回どういった形で変わるか、簡潔な説明で結構なんで、そ

ちらのほうよろしくお願いします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 今回の個人情報保護法の改正は、社会のデジタル化に対応いたし

ました個人情報保護が必要とされている中、地方公共団体ごとに規定されております個人情報保護

条例の共通化と運用の相違による支障を取り除くことを目的に、全国的な共通ルールを法律で規定

し、国がガイドラインを示すことで地方公共団体の的確な運用を目指すものとされております。適

用対象や定義、取扱い、ファイル簿の作成とその公表、情報開示などにおきまして国と同等の記述

が適用されるものとなります。 

 今回の業務委託では、具体的にどの例規のどの箇所をどのように整備するか、改正すべきか、そ

れを伊根町の実態、例規の整備状況を把握いたしまして、新制度に対応した例規とするために必要

な改正箇所の抽出と改正案の作成を行っていただきます。 

 また、新制度では地方自治体にも個人情報ファイルという概念が導入されます。個人情報ファイ

ルとは、一定の事務の目的を達成するために特定の個人情報を容易に検索することができるように

体系化した構成を取りまして、構成をした個人情報を含む情報の集合物とされておりまして、電算

処理でなく、例えば紙ベースで扱うのであれば、インデックスや目次をつけて容易に検索ができる

ように整えなければならないというふうにされております。 

 そういった形式の個人情報ファイルを作成するために、現状の把握とファイル簿の受け皿となり

ますウェブシステムの構築、その操作説明、研修を実施し、職員によってファイル簿への登録が行

えるような体制を整えたいと考えでおります。そして、登録を完了した個人情報ファイル簿の一般

公開を行うということになります。 

 地方自治体が保有する個人情報の取扱いは、保有制限や安全管理の措置、利用提供の制限などに

おきまして国と同じ記述が適用されることとなります。情報漏洩や喪失、棄損の防止対策を講じる

ことやサイバーセキュリティ対策との連携が求められます。現行法では、行政事務、サービスにお

ける保有個人情報の利用提供が、条例で許容されているものとされないものとがあり、改正法施行
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までにその再整備が必要となります。そういった見直しの必要性なども、この業務の中で助言を受

けまして適切に伊根町の条例を整えたいと考えているところです。 

○議長（濱野茂樹君） ３番、長谷川議員。 

○３番（長谷川貴之君） 同じく４３ページです。一般企画費の中の業務委託１，０００万円、こ

れ伊根分校跡地の設計業務ということでお聞きしたかと思うんですが、跡地利用、最終決定しての

建築物等までの設計なのか、どこまでの設計なのか、ちょっと教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 令和４年度予算では、跡地活用のプランニング、平面計画、運営

方法の検討、それから用地測量や地質調査などを想定しております。令和５年度以降に活用案とし

てまとめられた個別事業ごとに基本設計、詳細設計を行っていくことになりまして、今回は用地の

現状を把握することと、どこに何を計画するのかと、それをまとめる業務となると想定しておりま

す。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。先ほどの４７ページ、再生可能エネルギーの活用型地域振興

事業の事業内容についてお伺いいたします。 

 先日頂いた資料の中のこの蓄電施設ですか、ＰＣＳ、ＬＩＢ、これは蓄電施設だと思うんです。

この違いはどういうふうな違いがあるのか。余った余剰電力を蓄電して庁舎のほうに利用できるの

か。 

 あと２点なんですけれども、利用者、この普通充電施設が利用された場合、現在、利用者が認証

カードで１回幾らかというような料金で利用されて、１回につき３０分以内とかいろいろ制限があ

るんですけれども、今回は無料でこれは開放されるのか。もう一点、業務委託費２，２００万円な

んですけれども、これは今回いろんな駐車場整備の設計とかそういうのに関わると思うんですけれ

ども、次年度、毎年幾らぐらいの管理運営費がかかるのか、その辺はいかがなんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） すみません。まず、ＰＣＳとＬＩＢの違いということなんですが、

ちょっとすみません。そこは現時点でちょっと情報を持ち合わせていないので、後ほど回答させて

いただきたいと思います。 

 余剰電力等を庁舎に活用できるかというところなんですけれども、余剰電力が発生した場合には

関西電力への系統接続によって相対取引をさせていただきたいと考えておりまして、庁舎へ余剰電

力を使うということは想定しておりません。 

 それから、普通充電器の利用なんですけれども、設計的に申し上げますと、今回整備する普通充

電器、蓄電される電気につきましては、町が利用するＥＶのデマンドタクシーで消費されるという

ふうに想定をしております。これを一般の方々に無料で開放いたしますと、ＥＶに必要な電気を伊

根町が関西電力から購入することになってしまいますので、基本的には普通充電器を開放するとい

うことは計画しておりません。デマンドタクシーで使い切るという想定をしております。 

 それから、ランニングのコストについてなんですけれども、これにつきましては令和５年度以降

必要となってくるものですが、本施設は高圧受電設備で関西電力と契約することを計画しておりま

すので、その基本電力代が約４０万円、それから高圧受電設備の点検に２５万円程度、それから発

電量が不足した場合に系統から購入する電気代が必要になってくるというふうに想定をしておりま

す。発電状況を見ないと、どれぐらい系統から購入する必要があるかというのは、ちょっと現時点

では不明となっておりますが、そういったものが必要になるというふうに想定をしております。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。外部の方の利用者の件なんですけれども、基本的には、じゃ、

使用できないというふうに認識したらいいんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 基本的に普通充電設備ですので、それを使われるタイミングがい

つになるのか、どの時間使ってやられるのかということもあるかと思うんですけれども、急速充電

ではないので、普通充電設備ですので、フル充電しようと思うと８時間程度かかりますし、それを
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置きっ放しにされてという想定は、現在のところでは考えておりません。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） すみません。同じく４７ページの再生可能エネルギー活用型振興事業につ

いてお伺いします。ちょっと事前通告させていただいていると思うんですけれども、要は、この委

託する委託費２，２００万円とか車両購入費とか電源設備の設営とかありますけれども、この事業

をするに当たって、結局、初期費用、ばくっと全部で、ひっくるめると大体幾らぐらいの初期投資

をかけてやられるという事業総額になるのかちょっと分かれば教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） ＥＶ充電設備の設置導入に係ります経費といたしましては、設計、

それから設備費、それから関電への系統接続の接続経費を見込みまして、総額１億５，０００万円

を予算計上させていただいております。 

 それとは別に、駐車場の底地整備費といたしまして２，７５０万円を計上させていただいており

ます。工事請負費で計上させていただいております１億７，７５０万が事業総額というふうになり

ます。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） すみません。関連なんですが、設置の予定されているところが山と山の間

の谷あいです。方向は今、庁舎についている太陽光パネルと同じ方向を向いておると思うんですが、

全く周りに何もない平地のところで発電する何％ぐらいの発電量の計算となるのかお聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） すみません。詳細の資料を今持ち合わせておりませんので、後ほ

ど回答させていただきたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに、４款衛生費まで質疑はございませんか。３番、長谷川議員。 

○３番（長谷川貴之君） ４５ページです。定住促進事業の業務委託料５００万円についてです。

現在、空き家を管理されているのがエクセル上で管理されていると、それを地図上や写真でも空き

家情報を管理できるシステムということでお聞きしました。これにつきましては、今後空き家の活

用方法を検討するシステムになるのか、今年度のこの業務委託料については１９５件の空き家をデ

ータ化するために委託料が発生するのか、次年度以降の管理業務委託料についてどのようになるの

か、お聞かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 今回の業務委託は調査結果を入力するシステムを構築するもので

して、平成２５年に実施した空き家情報をデータ化するものは含まれておりません。また、次年度

以降なんですけれども、空き家調査は、前回平成２５年に行ったときと同様に、各地区の区長さん

に外観での空き家調査をまずお世話になりたいと考えております。新たに空き家になったものや空

き家であったものがそうでなくなったものもありまして、１０年前とは状況が変わっておりますの

で、もう一度全数調査を実施したいと考えております。 

 その調査結果をシステムに取り込みまして、空き家特措法に基づく所有者調査、それから、令和

６年度以降になるかと思うんですけれども、その情報を基に所有者の活用意向調査、さらには活用

の意向がある物件への個別調査というふうにつなげていく計画としておりまして、今回の整備をす

るシステムは、空き家の管理方法を検討するというより、その情報を集積するシステムというふう

に考えております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 関連質問となりますけれども、同じく４５ページ、定住促進事業の中につ

いて非常に、３か年にわたって空き家バンクを整理して活用していくという事業に対しては、非常

に賛成しておるものでございます。 

 賃貸料の中で、６６万８，０００円の事前の説明の中で、府でやっておる、おてつたびをお試し

住宅を活用していく計画という説明を頂いたんですけれども、この６６万８，０００円というのは、

このおてつたびを活用したときの使用料という認識で６６万８，０００円の予算計上をされている
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のかという確認と、これ今後、多分３か年計画でやっていく中で、京丹後市を見ましても綾部市を

見ましても、他市町村は結構、うちの町内には現在、不動産業者はいないんですけれども、よそは

しっかりと地元の不動産業者等、民間の企業と連携してやっておるんですけれども、今後、町内の

中にそういう業者が現れるとしたら３か年計画の中でそういった連携も考えておるのかという、そ

の２点についてお願いします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） まず、最初の６６万８，０００円の内訳なんですけれども、おて

つたびを活用するに当たりまして必要となるものが、物品借上料で計上させていただいております

２７万円が寝具のレンタル料になります。これがおてつたびをやることによって新たに増える、増

加する経費となります。住居借上料、テレビ受信料につきましては、今年度も住宅を借りることに

よって発生しておりますので、おてつたびとは関係なく計上させていただくものです。 

 それから、今後、不動産業者が現れた場合にというご質問ですけれども、町内に現れる不動産業

者さんが賃貸業をやられるのか、それから不動産仲介業をやられるのか、不動産販売業をやるのか

によって、対応は異なるかと思うんですけれども、町がやる３か年の事業につきましては、不動産

業者ではなくともできるものという、前回の調査も不動産業者以外の業者にお願いしてやらせてい

ただいておりますので、不動産業者との連携というものは現在のところ想定はしていないというの

が現状です。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。関連なんですけれども、定住者促進事業、このお試し住宅を

活用したその新しい旅のスタイルということで、どれぐらいの期間の滞在者を考えておられるのか。

そのときには旅行者にその町内の事業者の仕事をお手伝いしていただくというふうに聞いているん

ですけれども、その受入れの事業者はもう既に表明されているということなんでしょうか。その辺

はどうでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 本事業で計画をしております、おてつたびにつきましては、今年

度振興局が実施をいたしました同志社大学との連携事業によりまして学生の方々から提案を受けて

いる事業となっております。学生さんの提案といたしましては、数軒の事業者さんにもうヒアリン

グを行われて、前向きな感触を受けているという報告を受けておりますので、全く手が挙がらない

ということはないかと思っております。 

 利用期間につきましては、その事業者さんがどれぐらいを想定されるかということになりますの

で、１週間程度から１か月とかそういった形で事業者さんのご希望に応じた利用期間を設定してご

利用につなげていくという形になるかと思います。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 同じく４５ページのふるさと応援事業についてお伺いします。

１，８９３万４，０００円の事業説明で計上されていますけれども、いわゆる３つのサイトでふる

さと納税をしていただいておるというふうに聞いております。ふるさと納税していただいた方には

３割程度の地場産品を返礼予定というふうにお聞きしました。現在、返礼品に予定している、そち

らのほうで把握している地元の業者数とか、これまでのその大まかな返礼品の地場産がもし分かれ

ば教えていただきたいんですけれども。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 返礼品出品の事業者数ですけれども、現在１７事業者ございます。

さとふるのサイトで９事業者、ふるさとチョイスが１２業者、うち４業者が双方に重複して出品を

頂いております。３月から利用を開始いたしました楽天ふるさと納税は原則、さとふるとイコール

となります。ただ、消費期限の問題とか在庫数の関係でサイト間の基準が若干違う点がありまして、

さとふるには出品できるけれども楽天には出品できないといったものが出てくるとなっております。 

 それから、返礼品の内訳なんですが、農産品のほうで１６品目、それから地元の宿泊券が１５品

目、水産加工品で１２品目ありまして，それから、あとは酒類、クーポン、それからサービス業と、

それから美容関係が若干、数点出品を頂いております。 
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○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） ４７ページの交通安全対策費なんですが、交通安全対策協議会の会議の中

でこういうことが出てないかをお聞きしたいと思います。 

 実は、その庁舎前の町道から国道へ入る信号なんですが、きっと府の管轄だと思うんですが、町

道側の感知する印である丸の線が消えていて、観光客が手前でとまってしまって１０台以上の長い

渋滞になったりしておることがよくあります。我慢できない町民が、名前が言えないような大物な

んですが、歩道のほうを走って、もう信号無視していくのを見たこともございます。大変危なく思

うんですが、町としてそんなことを把握しておられるのか、また、その協議会の中でこういうこと

がありますよというような話が出ているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 安全対策協議会の中でそのような議題、話題があったのかということ

につきましては、出ておりません。町といたしましても、歩道を自動車が走ったという事例ですか

ね、今初めて聞かせていただきまして、今ここで知り得たという状況でございます。 

 以前にその感知式であることを知らない観光客の方がとまっているようだという情報提供を頂き

ました件につきましては、信号機を管理しております京都府宮津警察署のほうに、こういう状況で

すということは連絡させていただいております。対処方法はありませんかという我々の問いに対し

ては、まだできたばかりで新しいので、現在のところ改造は考えていないということでございまし

た。 

 対応方法としましては、交通安全対策に限らずなんですけれども、京都府の施設、管理しており

ます施設等に関して地域から提案する形の対処する事業がございまして、こちらを活用して改修な

り、例えばこの感知の場所がここにありますよというような警鐘物ですね、そういったものを設置

することができるのであればやりたいというふうに現段階では考えておりまして、令和４年度のそ

の事業が告知されましたらそれで出そうと、現段階では地元の日出の区長さんにお願いしまして、

地元の皆さんの実態を聞かせていただいて出させていただこうかなというふうに考えておるところ

でございます。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） ９３ページになります。埋立処分場管理運営費、この中に修繕費というも

のがあるんですが、今年は４３０万円、前年度は３７５万円なんですけれども、これは毎年必要と

なってくるものだとは思うんですが、その内容をちょっとお聞かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） 松山議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

 一般廃棄物最終処分場の水処理施設に係る修繕料を計上させていただいております。内容としま

しては、水中ポンプオイルの交換、ブロアの清掃、オイル交換、それからポンプの入替え工事、地

下水のポンプ入替え工事、制御盤のタイマー取替え工事、活性炭の入替え工事、そういったものの

修繕を予定をさせていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） それが毎年必要ということですね。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） 毎年交換するものもあれば、定期的に３年から５年といったもの

を交換しなければならないものもあります。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書一番下の日本で美しい村の報奨金として４５、４６、４７ページと

あるんですけれども、謝金とか、これ恐らく昨年から始められた町内の団体で率先して清掃活動等

をされましたら報奨金というか謝金という形でお渡ししている部分の予算計上だとは思うんですけ

れども、恐らく昨年の実績を鑑みての２５万円という積算根拠額とは思うんですけれども、これ昨

年のその清掃活動箇所というか、その件数と支払いの実績総額が分かれば教えていただきたいんで

すが。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 
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○企画観光課長（千賀和孝君） この報奨金事業につきましては令和２年度から実施をしておりま

して、件数を申し上げますと、令和２年度が６団体８３人で１４万４，０００円、それから令和

３年度は２団体で４３人が参加され５万２，９００円を支出させていただいております。コロナの

関係で事業を実施直前にやめることとなったり、清掃活動をしたいと思っておられてもコロナで、

そもそもそういった活動が計画できなかったという団体もございますので、少し幅を持たせまして

２５万円を計上させていただいております。 

 実施箇所につきましては、各団体が身近な町道、府道、国道沿いを清掃頂いております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） ちなみにその時間で幾らというような謝金の単価というか、支払いの基準

はどんな感じでやっておられますか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 事業実施をされます団体に定額で２万円を払いまして、あとは参

加者１人当たり３００円を加算させていただいております。時間につきましては、おおむね１時間

以上の清掃活動をやってくださいということでお願いをさせていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。３９ページの中段あたりなんですけれども、負担金、地域活

性化企業人受入負担金とある、これ５６０万円とあるんですけれども、これは近隣の市町村と力を

合わせてやっていかれる事業なのか、伊根町のその全部同じ負担額をされるのか、その辺はいかが

なんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 地域活性化企業人受入負担金５６０万円につきましては、株式会

社デンソーさんとの協定によりまして、職員１名をデンソーさんから派遣を頂いておりますので、

その受入れに係る負担金となります。 

 近隣市町と協力してやるとかそういったものではなく、伊根町独自の施策として民間の企業から

職員を派遣頂いたその負担金という形になります。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。ちょっと具体的な事業内容はどうなっているんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） この方につきましては、現在、情報発信の担当の職員が産休にな

っておりますので、その職員のやっておりましたいねばんの管理だとかホームページの作成だとか、

情報発信担当として派遣を受けております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書４７ページの、先ほど来からよく出てます再エネ活用地域振興事業

１億９，９７０万円、別途資料を頂きまして、町長の施政方針の中にもご説明頂いたように、３つ

のプロジェクトに分けて、そのプロジェクトの３つの中でいろいろとハードとソフト事業に分けて

やっていくというところで、１つは公共施設の整備、２つ目にはＥＶの検証、３つ目が拠点整備と

いうような形で聞いております。その中の２つ目のＥＶの検証等の活用というところで、恐らく使

用する３台の車両のほうにもドライブレコーダー、カメラ等を掲載されると思うんですけれども、

それらの活用方法というのはどういったものを想定されておるのか、分かれば教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） デマンドの車両に搭載しますドライブレコーダーの画像を、特に

何かに活用するということは考えていませんですけれども、犯罪捜査や行方不明者捜索などにおき

まして関係機関からの申出があれば提供はさせていただきたいと考えております。公用車の取扱い

と同様というふうに考えております。 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。１１時まで休憩といたします。 

休憩 １０時４８分 

再開 １０時５９分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁保留のありました２件について答弁を求めます。千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） それでは、まず、中嶋議員から質問のありましたＰＣＳとＬＩＢ

の違いですけれども、ＰＣＳはパワーコンディショナーのことです。発電しました電気、直流のも

のを交流のものに変換する機械となります。ＬＩＢが蓄電池の装置となります。 

 もう一点、佐戸議員のご質問です。平地との差ですけれども、設計上１２％の発電量で積算を行

った設備を導入計画としております。 

○議長（濱野茂樹君） 暫時休憩します。 

休憩 １１時００分 

再開 １１時００分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。１番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書８７ページの１項保健衛生費の２目の予防費の中の感染症対策事業

で、消耗品で１００万円の計上がございますが、説明の中では消耗品の一括計上と説明を受けてお

りますが、予定しております消耗品の主な種類と使用法と使用箇所等が分かりましたら教えてくだ

さい。 

○議長（濱野茂樹君） 石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） この予算は、令和２年度の給付金などと同時に４月に専決処分し

て以降、令和３年度当初予算でもですし、今回の令和４年度の当初予算にも、いずれも１００万円

計上させていただいております。新型コロナの感染が確認されてすぐの時期で、どのような対応が

必要か、それこそ初期は手探りの状態で対応しておりまして、市場からも消毒薬などが品薄の状態

となり、なかなか入手が困難な状態でした。町全体でこの科目、衛生費の感染症対策事業で一括計

上したほうが今後補助金などの財源があったときにも対応がしやすいかなということから、このよ

うに衛生費で一括して計上させていただいております。 

 ご質問の消耗品の種類ですが、来庁者や外出先から戻った職員の手や指、手指消毒用のアルコー

ル、さらには来庁者が帰った後や毎日業務終了後のアクリルボードや机、椅子などの消毒用のアル

コール、それらを拭き取りしますペーパータオルといったものや、ほかにはハンドソープなど、そ

れぞれ詰め替え用のものを一括して購入しています。また、さらにはアクリルボードも必要に応じ

て更新させていただいております。 

 使用箇所になりますが、来庁者のこともありますので、庁舎であったり保育所、児童クラブなど

にも小分けといいますか、物がなくなりましたらお渡しするようにしております。 

 今後コロナが収束した場合、各施設でこういった経費を見るのか、今回のように一括で見るのか

は今後検討が必要かなと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。同じく８７ページのインフルエンザ予防接種個人負担補助金

１万８，０００円となっているんですけれども、非常に少ない金額かと思うんです。前の年度は

７万２，０００円ですか計上されているみたいなんですけれども、その個人の接種希望者がだんだ

ん減ってきてるということなんでしょうか。コロナと同じようにインフルエンザも油断はできない

かと思うんですけれども、ちょっとあまりにも金額が低いかと思うんです。その辺はいかがでしょ

うか。 

○議長（濱野茂樹君） 石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） 後ほど説明させていただきます。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） ６９ページの災害時要配慮者支援事業です。１２の委託料ですけれども、

２８万９，０００円で昨年度よりも若干減額されています。この算定の基準というものがあるんで

しょうか。例えば、要配慮者の人数とかというのを基準にして計上されるということでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） 議員ご質問のとおり要配慮者の数を一定検討して積算しておりま
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す。避難所への避難回数は３回で人数は７人を想定して、この部分については変更はありません。

今回移送の在り方について若干見直しを行いました。そもそも福祉避難は家族の方も同時に避難す

ることを想定しておりますので、送迎、移送に係る人件費を今まで２名見ておったんですけれども、

１名として積算させていただきましたので、金額が減額となりました。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 同じく６９ページの３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の

上から６段目、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金の未就学児均等割保険料繰出金でございます。

１６万９，０００円。これは子供の均等割保険料の減額ということで、限定的ではありますけれど

も画期的な事業だなというふうに思っておりますが、参考のためにお聞かせ願いたいんですけれど

も、これは何人くらいが伊根町で対象となりますか。分かれば教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） すみません。資料をちょっと持ち合わせておりませんので、後ほ

ど回答させていただきたいと思います。すみません。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書９３ページの２目のじんかい処理費の中の上から１つ目の丸の埋立

処分場管理運営費費用１，５４９万８，０００円、昨年より約６６０万円増ということで、それの

増額要因として１４節の工事請負金額５６２万４，０００円というご説明を事前に受けました。こ

ちらの５６２万４，０００円の工事内容をちょっと教えていただけますか。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） それでは、和田議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思

います。当初予算の説明と同じような説明になりますが、ご了解頂きたいと思います。 

 主な増額要因ですけれども、一般廃棄物最終処分場は平成１２年４月に供用を開始しておりまし

て、場内の高圧ケーブル、処分場の入り口から水処理施設までの間の高圧ケーブルなんですけれど

も、ざっと２７０メートルぐらいあります。そこの耐用年数が経過しておりまして、この耐用年数

は大体１０年から２０年というふうに言われております。そこが経過しておりまして、高圧外線の

取替え工事２３０万７，０００円と、それから場内にあります、入り口付近にあります分別倉庫の

左右への開閉扉が経年劣化によりまして開閉に支障が生じているため、シャッターへの取替え工事

３３１万７，０００円を予定をさせていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに衛生費まで質疑はございませんか。質疑がないようでありますが、

これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、６款農林水産業費から８款土木費を対象として質疑を行います。２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） ９７ページ農業振興事業、伊根町産米を独自検査し、極上米として選別し

たものを特産として誘客施設、宿泊施設、インターネット等でモデル的に販売するというふうにあ

りますが、独自検査というのはどのような検査なのか、また、個人は対象にしていないというふう

に説明があったと思うんですが、個人の事業者を対象にされなかったというのは何かあるんでしょ

うか、教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 上辻議員のご質問に回答させていただきます。 

 まず、独自検査ということなんですけれども、地域の農業生産法人のほうが購入される食味計で

検査をする。そのことによって数値での評価をするということが一つ独自検査となります。それか

ら、一般の方についても特にその制限はしておりませんで、できるだけ広い範囲から検査をさせて

いただきたいというのが事業としての考え方ですので、ぜひ持ってきていただけたらと考えており

ます。 

○議長（濱野茂樹君） ３番、長谷川議員。 

○３番（長谷川貴之君） 同じく９７ページです。農業振興事業の委託料１５０万円です。伊根町

産の米の中から最上級のものを選別して販売する事業に対して町内農業法人に委託するということ
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でお聞きしておりますが、これは具体的にどのような取組なのか、また、その生産者の米の販売価

格に寄与しているのか、その辺を教えていただけますか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） すみません。それでは、この委託料について少し詳しくご説明を

させていただきたいと思います。 

 伊根町産米を選別して観光施設などで特産品として販売していくという事業ではありますが、こ

の事業の本質は別にあります。売るよりも生産者から高値で買い取ることに力点を置いており、そ

の買い取った米を赤字にならないように売る手法として選んだのが観光施設などで特産品として販

売するというものであります。もともと伊根町産米は食味ランキングで特Ａを何度も獲得しており

ますが、そういった高い評価を得ても一般に流通する米の価格には反映されてこなかったというこ

とが現実としてございます。このため町内の生産者の方は消費者と直接取引をされているケースが

非常に多いと聞いております。 

 うまい米を生産するには、土壌や水、肥料、日照時間や気温、生産者の工夫、その他もろもろの

条件によるものと思われますが、担い手が高齢化して年々耕作放棄されていく農地の現状を見るに、

今後保全していくべき農地、残していくべき農地は、先祖伝来の我が農地よりもうまい米が取れる

農地を選択するべきと考えております。これら課題に対応した事業として実施しようとするもので

あります。 

 極上米を選別するに当たっては、まずはサンプルを可能な限り多数集めて上質米をピックアップ

することが必要です。そこで個人個人に呼びかけ集めるよりも、米の乾燥・調製を比較的広範囲の

地域から請け負っておられる地域の農業生産法人に業務委託をしまして乾燥・調製の作業中、袋詰

めの傍ら食味計で検査をしていただきたいと考えております。 

 これは先ほども申しましたけれども、食味が数値化されて評価されることから自分の生産米の品

質が把握できること、それから上質米の全体量の把握ができるということ、それからうまい米が取

れる条件というのを調べることでもあると考えておりまして、どの農地がうまい米が取れるのか、

生産者は誰なのか、耕作方法はどうなのかなど、諸条件が浮かび上がるのではないかなと考えてお

ります。 

 また、うまい米を高値で買い上げてくれるとなれば、ほかのところで乾燥・調製された生産者で

も味に自信のある米を検査してほしいと依頼があるかもしれません。そうしてより全町的な検査と

データの蓄積を行い、上質米のピックアップと、その中から最終的に実食などで極上米を選別し、

正当な対価として生産者から高値で買い上げようというものでございます。 

 そうすることで、生産者自身のモチベーションと品質管理意識を高め、切磋琢磨して翌年の耕作

につなげていっていただく、こういった品質向上の基本的なサイクルを創出すること、それに加え

て、そのサイクルの定着を目指す取組が本事業の根幹、肝であります。 

 この取組の中で、うまい米が取れる農地をある程度判明させていくことができれば、高齢化など

で経営規模は縮小していったとしても将来的にその農地は優先して耕作が継続されることにつなが

り、伊根町産米の品質が維持されやすくなるという効果も見込めると考えております。 

 一方で、高く買い取った米が赤字にならず販売できるかどうかですが、インターネットなどで市

場を調査しておりますと、丹後産コシヒカリであっても白米１キロ６７０円で販売されているもの

もありまして、魚沼産などになりますと白米の１キロ当たり小売りで１，０００円、まれに

１，２００円という高値も見受けられております。 

 当町の極上米がそこまでの高値で販売していくことが可能であるかは分かりませんが、観光客が

旅先で地元の産品を何か買い求めたいと思うのは心情でございます。そのときに１キロ程度で小売

りされている伊根町産最高の極上米といった銘打つものがあれば、味の期待もさることながら興味

本位も手伝って一定量以上の販売は見込めると考えております。 

 ただし、極上米にランク付できる米がどれほどあり、どれほど買い上げることができるかは未知

数であり、まずは観光施設やインターネットなどで１キロずつの小売り販売を実施していくことと

して、順調だったとしてもせいぜい１，０００個程度の売上げ、米の量にして１トン程度まででは

ないかなと予想しております。 
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 この事業の目指すところとしまして、町としての思いは、この翌年、令和５年度以降のこの事業

につきましては、町が継続して検査業務を委託するということも考えられるんですけれども、令和

４年度の実績で十分な利益が見込めるのであれば、委託した農業法人にもインセンティブが働くこ

とになり、上質米ピックアップのための検査や適正価格で生産者から買取りするなど、将来的にも

自主的に継続していく方向性が見いだせるものと思います。 

 最終的には、農業法人に人件費が捻出できるほどの利益を得ていただくことができれば、短期で

あっても雇用が創出され、細かな自社事業を任せることで社内的にも負担が軽減でき、さらに年間

通しての雇用が実現すれば、この極上米の積極的な販売拡大を行うことが可能となりまして、品質

や売上げがさらに向上していくことが期待できるかと思います。例えば、取組を発展させていく場

合、極上米選別の過程でピックアップした上質米をランク分けをして、より多くの買上げと販売を

していくということも考えられます。 

 これらによりまして、伊根町産米の価格の全体的な底上げにつなげていくことができれば、条件

のよい伊根町で米農家としてやっていきたいという後継者の出現にも期待できるのではないかなと

考えている次第でございます。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 関連しまして、販売する場合のその名前はどういう名前で販売するのかと

か、それから食味計の点数は何点以上を極上米とするのかとか、それから、今後はその法人が米を

買い上げて法人が販売するということだったんですけれども、今年のところはその販売はどこがす

るのか、そこらが分かっておれば教えていただければと。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） この事業におきまして米の販売をしていくのは農業生産法人がし

ていきます。ただ、事業の中で一定、販売数は目標値として掲げておこうとは考えております。 

 それから、名称やパッケージングにつきましては、この委託業務の中でやっていただくというこ

とにしております。ただ、地域的に限定されるようなものではなくて全町的な印象を持っていただ

けるような名称なりパッケージングなりということでお願いをしたいと考えております。 

 食味計の総合スコアを何点以上にするかという点につきましては、実際に検査をやってみないと

分からないんですけれども、一般的に言われておりますのが、７０点以上がうまい米ということだ

そうでございます。ただ、基本的には８０点台ぐらいを目安かなとは考えておりますが、実際その

実食をした上で、おいしい米であるかどうかというところも含めますと、そこら辺についてはまた

実際のその委託させていただく事業者さんと相談をさせていただきたいと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） すみません。関連質問です。 

 事業に関しては町長も施政表明の中で、この事業をご紹介されていますし、非常に賛成するもの

であります。観光施設等で販売もございますが、当町の場合は宿泊施設も多うございまして、実際

にそこで食べていただいて、また全体として地産地消ではなくて地産外消という観念でもやってい

きますので、その辺の売るほうと、実際、宿で食べていただくというようなパッケージでやってい

くようなそういった方向性も事業の中では考えておられるんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 何分まだ仕様が確定をしておりません。といいますのが、農業法

人のほうとまだ詳細まで詰めて仕様を定めることができておりませんので、実際のその販売方法、

それから実際に食べていただく観光客の方に求心力を求めるというのも一つの手法として考えては

おりますが、現段階でそこまで実際に事業が展開できるかというのは、現段階では考えてはおりま

せんが、将来的にはそういったことも含めてやっていくべきであろうなと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 常々おっしゃっておられます、その伊根浦の舟屋観光で集めた集客力の波

及効果の一つにもなり得ると思いますので、ぜひとも前向きに検討していただいて進めていってい

ただければと思っております。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 
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○２番（上辻 亨君） １０５ページ、誘客対策事業で、今年度から３連休以上は伊根小学校のほ

うへ警備員を配置するというふうに説明があったと思います。駐車料金はどうされるのか、１日最

大３，０００円、３０分無料、以降３０分ごとに３００円とするのか、徴収方法ですね、どのよう

な徴収をされるのか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 福祉センターの横駐車場、それから伊根小学校グラウンドを臨時

駐車場として開設した場合なんですけれども、臨時駐車場の開設は現在、今年度も昨年度等もやっ

ておりまして、それと同様に、美化協力金という形で１回３００円という形での徴収を考えており

ます。徴収業務につきましては、観光協会に委託をする予定としております駐車場開設業務の一部

として観光協会に徴収業務を委託する予定としております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 同様の同じく１０５ページの関連質問になると思うんですけれども、業務

委託料として１９７万６，０００円で、いわゆる混雑中の渋滞緩和解消策の予算計上と聞いており

ます。私の視点では、いわゆるその混雑期に福祉センター横の駐車場の開放で、ゴールデンウイー

ク期間は伊根小学校の開放と聞いておりますけれども、再度予測している混雑期間と、その対応策

の詳細をお聞きしたいと思います。 

 また、お盆期間やゴールデンウイーク以外の連休期間でも渋滞による混雑がこれまでもあったの

かなというふうに見ておりますが、伊根小学校グラウンドの活用をゴールデンウイーク期間のみと

している意図がどこにあるのかという点と、近隣住民さんから、伊根小学校グラウンドを活用する

ゴールデンウイーク以外の混雑時の渋滞時に対するいわゆるその苦情が度々寄せられておるという

ふうに聞いておりますが、その苦情内容とが分かれば教えていただきたく思います。 

 ちょっと私はこれぐらいの予算で十分な渋滞緩和策が取れるのかなというのがちょっと懐疑意見

があるんですけれども、その辺の見解も含めて答弁よろしくお願いします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 渋滞が起こるであろうという予測をしている期間ですけれども、

それは４月２９日から５月５日のゴールデンウイーク、それから７月１６日から１８日、それから

８月１３日、１４日のお盆、それから９月１７日から１９日、同じく２３日から２５日と、１０月

８日から１０月１０日の６期間が渋滞が発生するんではないかなという想定をさせていただいてお

ります。 

 対策といたしましては、交通誘導員の配備、福祉センター横臨時駐車場の開設となりますが、そ

れぞれの期間の最後の日につきましては、警備員等の配備は不要かとも考えておりまして、現場を

よく知る観光協会と調整を取りながら実施したいと考えております。 

 伊根小学校グラウンドの臨時駐車場につきましては、ゴールデンウイークのみとさせていただい

ております。そういう方向で今、学校と調整をさせていただいております。ゴールデンウイークの

みとする理由につきましては、グラウンドを臨時駐車場として開設するには相当の調整と、それか

ら準備、そして後片づけが必要になってきますので、それから、万一グラウンドを傷めてしまった

場合の復旧リスクを考えますと、なかなか３連休で利用するというのはちょっと難しいかなという

ふうに判断させていただいたものです。 

 住民の方々から頂いている苦情なんですけれども、頂いているというか苦情は、七面山駐車場に

入庫ができず、駐車場の入り口から観光案内所にかけてが渋滞となりまして、八ヶ崎地区が通行で

きないというものが多くございます。 

 対策として十分か不十分かというところなんですが、そもそも駐車場の絶対数が足りてないとい

うところで抜本的な改善はできませんので、緩和対策の一つとして実施するというふうに今回は認

識をしております。本予算でベターな対策を講じることができるのではないかというふうに考えて

おります。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） 関連なんですけれども、その混雑する時期は一方交通にされるのか、その

対面で、一部対面とかそういういろんな案はあるかと思うんですけれども、スムーズに流れるよう
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にすれば緩和はされるかと思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 交通誘導員を配備する期間におきましては一方通行のお願いをさ

せていただいております。あくまで規制ではなくお願いレベルになりますので、それを逆行してき

た車を取り締まるとかそういうことはできません。お願いレベルでの対応となるものというふうに

思っています。 

 それから、実施できるかどうかというのは、今後、関係機関や地元との調整が必要となってくる

んですけれども、八ヶ崎から漁協の製氷庫までを一方通行ではなく道路占用許可を取って歩行者天

国というような取組ができないかなということも観光協会とは相談はしているんですけれども、な

かなかそういうことが来年度すぐやりますというようなちょっと答弁はまだできない段階かと思っ

ております。 

○議長（濱野茂樹君） ４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） すみません。関係機関、警察とその連携してその交通規制、通行禁止とか

そういうのはやっぱり厳しいんでしょうかね。一方通行にするとかも含めて、その辺はどういうふ

うな認識でおられるんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 交通ルールとして規制をいたしますと、当然、観光客の方もです

し地域の住民の方もその規制を守っていただく必要があります。住民の方に今ですと、ちょっと通

るでとかいう一方通行のお願いのレベルであるかと思うんですけれども、住民の方々が交通ルール

として一方通行となった場合、かなりご不便をおかけすることになりますので、それのご理解が頂

けるのかどうかということが一番の問題かと思っております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 先ほどの答弁の中で、ちょっと駐車場の件が出ましたので、ちょっと駐車

場の件をお聞きしたいと思います。予算書は１０９ページで、観光費の中のいわゆるその駐車場管

理運営費として９６３万９，０００円、約１，０００万弱の計上がされておるんですけれども、こ

の金額というのは現在、管理しておられるいわゆる大西、あと観光案内所周辺と七面山の３か所の、

いわゆるこの３か所の総運営維持管理費がこの金額と想定しての予算計上という認識でよいのかと

いうのがまず一点と、この３か所の駐車場運営による、これまでに判明しているいわゆる年間の収

入額、大体どれぐらいの金額になるのか、いわゆるその収支の額というのが分かれば教えていただ

きたいんですけれども。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 本事業で計上しております駐車場につきましては、大西駐車場、

それから七面山駐車場の２か所となります。伊根浦公園駐車場は観光案内所と含めまして一括して

指定管理者のほうで管理を頂いております。年間の収支なんですけれども、令和２年度で申し上げ

ますと、収入が１，７７０万円、支出が９４０万円、収支差益が８３０万円となっておりました。

これはコロナによりまして観光客の交通手段が大型バスから個人車両にシフトしたことによるもの

と推測しておりまして、想定以上の収支となっております。 

 この動向は令和３年度も同様かというふうに認識をしております。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） １０９ページです。駐車場運営管理についてお伺いします。委託料の中の

清掃業務が前年度は５３万７，０００円、今年度は６５万８，０００円と若干上がっているような

んですが、何かその範囲が変わったのか、それとも内容が変わったのか、ちょっとお伺いします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 清掃業務の予算の増加なんですけれども、七面山駐車場のほうの

清掃頻度、週１回プラスさせていただきました。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書１０１ページ、漁港管理事業の１億１，０５６万４，０００円の中

の１２節の業務委託料で、１７６万円、浦島漁港の河口のしゅんせつ予算とご説明聞いております。
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しゅんせつの必要性は天候による海と川の状況に大きく左右されますし、今年度においても、ここ

数年と同様にしゅんせつ予算が、例えば、おそらく地元の方の意見を尊重して出動要請はしていた

だいていると思うんですけれども、予算が例えば途中で尽きた場合のしゅんせつ要望に対しては、

補正予算対応の予定をされておられるんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 町といたしましては可能な限り回数を減らすように、地元漁業者

からのしゅんせつ要望を頂いた際には週刊天気予報などにより天候を予想して、待てる間はお待ち

頂くようにお願いをしております。しかし、物理的に出られない状態となっている場合には、業者

と調整して早急に実施をする必要がありまして、結果的に不足してしまった場合には補正予算によ

る対応はやむを得ないところかと考えております。 

 特に年度末になりますこの時期、ワカメ刈りが始まっておりますので、予算確保のために補正を

お願いしているものでございます。 

○議長（濱野茂樹君） ３番、長谷川議員。 

○３番（長谷川貴之君） 浦島漁港のお話でしたので、同じく１０３ページ、海岸保全施設管理事

業１，１００万円、これは浦島漁港の第二離岸堤の補修工事の設計と一部工事に着手するというこ

とですが、どういった工事をされるのかお聞きします。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 来年度、令和４年度につきましては１，１００万円の事業費を予

定しておりますが、実施設計業務のほうが完了するまで工事の設計額が分かりませんですが、令和

４年から４か年、令和７年度まで行う予定でございまして、平成２９年度に作成をしました長寿命

化計画では、設計費、工事費合わせて９，４００万円の試算になっております。令和４年度につい

ては、現段階で業者から取った実施設計業務の下見積り、これが６５０万円ほどになっております

ので、入札により下がりましたらその残額で工事を発注していくことになると思います。 

 どういった工事になるかというところにつきましては、ブロックを据え直しということになろう

かと思いますので、ブロック製作と据え付け作業、それから今あるブロックの撤去、そういったこ

とが中心になるかと思います。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） ９９ページの１８補助金、鳥獣被害防止対策補助金が令和３年度よりも大

幅に増額になっているかと思うんですけれども、その理由は何ですか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 補助金の増額につきましては、伊根町有害鳥獣被害対策協議会と

いう組織がございまして、そちらのほうに交付する補助金でございます。 

 内容は何かと申しますと、サルイチで情報を発信させていただいておりますが、猿に発信機をつ

けるという事業でございます。現在、群れが伊根Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄと宮津Ａの５つがあるんですけれ

ども、このうち現在２つしか発信機が有効に働いていないという状態になっております。平成

３０年に設置をしたものが一番新しいんですけれども、やはり３年、４年たちますともうバッテリ

ーが切れて、なかなか持続しないということになっております。ですから、大型おりに猿が入りま

したときに首輪を、発信機を取り付けるんですけれども、これが雌でないと群れから追い出される

といったことがあるようですので、ちょっと取り付けるチャンスを狙っておるわけでございますが、

来年度につきましては、それらに対応できますように補助金として計上させていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書１１１ページの土木費の法定外公共物管理事業の改修補助金の

２００万円の計上についてお伺いします。 

 この補助制度は上限額５０万円として、工事額の５０％以下もしくは原材料というような詳細な

説明を聞いております。令和３年区長要望のあった４件の計上というふうに聞いておりますが、実

施地区、場所と支援の予定内容が分かれば教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） ご質問の補助金でございますが、４地区と申しますのは、高梨、
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それから耳鼻、亀山、峠の４地区でございます。高梨は大乗寺横の里道水路の改修、耳鼻は谷筋、

里道の雨水処理改修、亀山は稲荷神社に続く里道の雨水処理改修、峠につきましては鳥居から神社

側の里道改修について要望がございまして、本補助金を活用の上、地域の困り事を解決頂くよう回

答をさせていただいておるものでございます。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） ありがとうございます。ちなみにその４地区分は全て工事額の半額なのか、

限度額５０万というなのか、原材料支給なのか分かりますか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 要望の回答の際に、この事業を活用してくださいということを町

のほうから申し添えをさせていただいたんですけれども、地元のほうで実際に見積りを取られる、

もしくは原材料の支給により施工していくというところまでは、まだ地元のほうでも意思決定がな

されていないと思いますので、現段階ではうちのほうでも分かりません。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） １１１ページの残土処分場の管理事業です。購入とありますけれども、土

地の購入に８６３万円、これは新たなところということなんでしょうけれども、今後はその財産区

さんとはそういう借地料のことは発生せずに購入してしまうという考え方でよろしいんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 購入につきましては、現在使っております第一処分場、こちらの

ほうがあと数年でいっぱいになる、そういった状況でございます。したがいまして、今度、第二処

分場、第三処分場、第四処分場と範囲を広げていく予定にしておりますけれども、今年度、委託業

務を発注をしておりますが、その中でこの４つを整備する中で必要な施設として調整池をこの４つ

を想定した上で設計をすることにしております。 

 この調整池を新たに造る部分につきまして、まず購入が出てまいるというところが一つと、財産

区さんのほうが実際どのように土地の管理を考えておられるかというところもあるんで、現段階で

詳細なところまでお答えできるほどではないんですけれども、必要があれば購入をさせていただく

ということで考えております。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） ９８、９９ページの２目林業振興費の積立金、森林環境譲与税基金積立金

の４０２万９，０００円でございますが、これは毎年森林譲与税について全額基金に積み立てると

いうことで伺っておりますが、これはたまった時点で使用するというふうに聞いておるんですけれ

ども、この積み立てる一定の金額の目安というのがあるのかということと、新聞でも問題になっと

るんですが、積み立てるだけで使われていないというふうなことが載っておったと思いますが、こ

の使用方法についての考え方があるのかどうか、そこらをお聞かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 大谷議員のご質問にお答えいたします。 

 森林環境譲与税基金積立金につきましては、森林経営管理法に基づいて実施する事業に充当する

ことといたしております。令和３年度につきましても森林経営管理推進事業といたしまして不在地

主に代わって町が森林を活用していく事業を進めさせていただいております。令和３年度は河来見

地区の森林境界明確化等業務を実施しておりまして、不在地主の意向確認が終わりまして町が森林

管理をする方向で進める予定としております。 

 採算性が見込める地域でありますので、令和４年度はこの河来見地区の経営管理権集積計画とい

うものを策定いたしまして、令和５年度以降この基金を使って間伐などの管理を行い、伐採をして

売却、また、伐採した後の植林、保育を行い、森林を持続的に利用していくという事業とするもの

と予定しております。なお、伐採いたしました木材は、木材販売収益から経費を除いた収益分を森

林所有者のほうにお支払いすることといたしております。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） １１５ページの一番下の砂防関係事業の負担金、急傾斜地崩壊対策事業

１，５００万円、これは本庄上と日出の急傾斜の負担金だとお伺いしましたが、内訳は幾らと幾ら



19 

かをお答え願いたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） １，０００万円が本庄上、５００万円が日出小坪ということにな

ります。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） 京都府の事業でありまして総工事費の１割を伊根町が負担すると、その

１割の中の３割を住民が負担するというふうに聞いております。工事に早々にかかるということを

聞いておりますが、大変ありがたく思っております。しかし、総工事費がいまだに示されないとい

うことを聞いております。伊根町が５００万というような負担金を表示されているということは、

伊根町は、住民は聞いてないということなんですが、伊根町は聞かされているのかをお聞かせ願い

たいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 実際の工事費につきましては、議員の皆さんもご存知のとおり、

入札を行いまして初めて工事費として確定するものでして、設計額の段階でそれを申し上げますと、

その数字だけが独り歩きをするということで、なかなか教えていただけないものでございます。 

 で、うちのほうがなぜこの予算計上しているかと申しますと、京都府のほうから概算の工事費と

して提示を頂いておりますので、その３割として計上させていただいておるものでございます。 

 なお、日出区のほうにつきましては、区長さんに大体の工事費というところでお伝えはさせてい

ただいておりますが、あくまでも概算でありますので、その概算金額を区民の皆さんにお伝えにな

っているかどうかというのは、ちょっと私どものほうでは分かりません。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに土木費まで質疑等はございませんか。質疑がないようでありますが、

これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 休憩します。１３時まで休憩といたします。 

休憩 １１時５７分 

再開 １２時５７分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで午前中の答弁保留分２件について受けたいと思います。石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） 中嶋議員から質問のありました予防接種、結核予防事業のインフ

ルエンザ予防接種個人負担金の減額についてであります。 

 そもそも高齢者、６５歳以上の方を対象にインフルエンザ予防接種は法定接種に位置づけられて

おり、京都府医師会との契約により公費負担３，５８８円、自己負担１，５００円で実施していま

す。この予算書では見えませんが、同じ事業の中の委託料、予防接種業務７９４万３，０００円、

この中にインフルエンザ予防接種の委託料として２７８万８，０００円計上しています。医療機関

へは町が直接支払うことになっています。 

 そこで、このインフルエンザ予防接種個人負担金になりますが、府外の病院入院、施設入所の方

の場合、医療機関は町に直接請求しかできませんので、かかる経費全額、個人が一旦医療機関に支

払うことになります。しかしながら、法定接種でありますので、公費負担分は町が支払うべきです

ので、補助金の方式で償還払いを行います。近年の府外接種の実績から減額の計上となりました。 

 ちなみになんですが、６５歳以上の方の自己負担１，５００円については、７４歳以下の国民健

康保険加入者は国民健康保険特別会計から、７５歳以上の後期高齢者医療の方には高齢者福祉費の

高齢化対策推進事業から給付し、実質ゼロ円での接種になります。さらには、６４歳以下、法定外

の任意接種の方については、町内診療所で接種した場合、２，５００円になります。この場合も国

民健康保険加入者は国民健康保険特別会計からの給付があり、実質ゼロ円での接種となります。 

 以上が伊根町が行っておりますインフルエンザ予防接種についての全容でございます。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 
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○住民生活課長（増井和彦君） ６９ページです。大谷議員からの国保特会事業勘定繰出金、未就

学児均等割保険料繰出金の１６万９，０００円の対象者についてでございますが、１２世帯１７人

でございます。施行時期は令和４年４月で、当該未就学児に係る均等割保険料についてその５割を

公費負担により軽減するものでございます。 

○議長（濱野茂樹君） ここで、残土処分場管理事業について追加答弁の申出がございましたので、

受けたいと思います。森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 失礼いたします。午前中、松山議員からご質問を頂いておりまし

た残土処分場の土地購入費、予算書１１０ページ、１１１ページでございますが、これの土地購入

費５６１万円について、残土処分場の造成地で用買をするのかという、そういうご質問でございま

した。それに対して、残土処分場の調整池のほうの用買ですということでお答えをしたんですけれ

ども、調整池も含んだ中でですが、調整池、供用開始してしばらくたちますと、どうしても土砂が

たまってまいります。その土砂を撤去するための施設道として筒川南簡水の施設の横に連絡道をつ

ける、そのための用地買収ということでございます。 

 あと、筒川財産区さんにつきましては、長期の賃貸契約を希望されておられますので、筒川財産

区さんから用地を購入するということはないんですけれども、その谷底、一番谷の下のところには、

昔田んぼがあったところがございまして、その田んぼについては個人の所有者でございますので、

その分については用買をさせていただく方向で考えております。 

○議長（濱野茂樹君） 以上３事業について質問等ございませんか。よろしいですか。 

 それでは、最後に、９款消防費から１４款予備費を対象として質疑を行います。１番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書１２５ページの教育費の中の一番上の外国青年招致事業４３４万

５，０００円についてお尋ねします。 

 前年１４４万４，０００円の増ということで、前回はＡＬＴの方が諸事情で途中でおやめになっ

たということで、今回は４月からまるまる１年分の予算でこういう予算計上しているというご説明

がありました。ＡＬＴの次来られる方のめどというか、決定はもう既にされておるんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 現在雇用されている方を継続して採用する予定です。本人の希望も継

続雇用を望んでおられます。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） １２１ページの教育費です。これ職員人件費だったんではなかろうかと思

うんですけれども、その中で１級建築士の方が退職されるというような説明があったと思うんです

が、予定されるような方がおられるのか、それとも公募されるのでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） この１級建築士は会計年度任用職員でして、公募については昨年、今

年度の年末に公募をしておりまして、そこで応募もありませんでした。退職の申出がありまして、

何とか現職の方に引き続きお願いする方法を検討させた結果、委託により業務を発注する予定で令

和４年度は対応したいということです。現職の方の設計事務所も含めて発注業者の選定を行いたい

と考えていますが、伝建制度を熟知していることを条件に加えたいと思っておりまして、単純に金

額比較ではなく、経験も含めた形で選定したいと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） １２９ページのスクールバス運行費についてちょっと伺います。 

 冬期になると雪等々になると思うんですが、今度はその筒川のほうだとデマンドタクシーを使わ

れるということなんですが、雪の情報等々もあった場合、その学校へそのまま通学できるかどうか

ということをちょっとお伺いしたい。先ほど、天気予報などを見ながら早めの休止をということが

あったと思うんですが、小学校の場合はどういうふうに対応されるのかということ。 

 それと、既に野尻地区においてはデマンドタクシーを利用されますかというような話があったよ

うなんですが、実際にその筒川の子たちにはまだそういう話がなされてないというふうに伺ってお

ります。で、これは教育委員会のほうが説明をなさるのか、その父兄に対する説明をいつぐらいに、

また、その当事者たちよりも先に違うところが知っているというのがいかがなものかと思うんです
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けれども、その辺どうお考えでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） まず、父兄への説明につきましては、学校のほうから保護者に伝わる

ように調整していたわけなんですけれども、３月７日の週に、その時点で伝わってないということ

が分かりまして、まずは電話で一報を入れるように校長に指示をしまして、改めて正式な文書をも

って学校からお伝えするという流れで進めています。 

 それから、冬期の運行ですが、今までは４ＷＤのハイエースで、今回はデマンド交通の二駆の車

両になります。この二駆の車両ということなんですが、公共交通として町民の方も利用されまして、

スクールバスの運行についても公共交通を活用しつつスクールバスの運行をしている状況です。道

路状況が危険と判断される場合は、公共交通であれスクールバスであれ運行を中止することもあり

ますし、悪いときは遅れが生じることもあります。例えば伊根中学校のスクールバスを、公共交通

が何らかの事情で停止した場合ですけれども、臨時で走らせるとかそういうことも必要に応じてで

きる限りの対応はさせていただきたいと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） すみません。同じくそのスクールバス事業なんですけれども、今年計上

６１３万６，０００円で１３９万円増というふうにお聞きしておりまして、増額要因が燃料費と、

あとたしか運転業務委託料が増額要因だったというような説明だったんですけれども、すみません。

確認の意味でもその辺もう一度教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 小学校費のスクールバスについて説明いたします。 

 増額している部分は燃料費、それから委託料、それから、中学校からマイクロバスを小学校のほ

うに持ってくる関係で、それのちょうど車検がありまして、その車検費用とラジアルタイヤの更新

です。大きな増額となっておるのは委託料です。令和３年度までの委託が満了しまして、３年間契

約していたわけなんですけれども、令和４年度から新たに契約をし直す際に、デマンド交通と併せ

まして事業者を募集した際の提示額で最低価格を提示した会社の額によって、それが今までの契約

よりも高い提示であったということで増額をしております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） ちなみに何割アップぐらいになったんですかね。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 単純に月額で比較しますと２３％アップです。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） １２５ページの修学旅行補助金ですが、コロナで小学校も中学校も修学旅

行は思うようなところへ行けなかったように思うのですが、今年度はどのような計画でしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 小学校は９月に京都、奈良、滋賀、中学校は５月に東京を計画してお

ります。昨年度の当初と同じ行先で検討しておりますが、４年度についても影響を受けて計画どお

りにいかないこともあります。小規模の利点を生かしまして、安全に十分配慮しながら充実した修

学旅行となるよう学校を支援していきたいと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） １番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 同じく教育費で１３９ページの上の段の家族ふれあい支援事業ということ

で、文科省の補助事業として、親子で触れ合う体験として夏休みに実施で、学校単位で３日程度を

見込んでいるというご説明を聞きました。その中で４４万４，０００円のほとんどが委託料の

１５万円と使用料及び賃貸料２０万円が占めておるわけですけれども、これの事業予算のこちらの

１５万円と２０万円の予算を使った具体的な事業内容を分かれば教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 説明が不十分だったかと思います。家族ふれあい支援事業としては

２つの事業を予定しておりまして、１つ目の事業として夏休みの間に家族ふれあいの日と称しまし

て、ここほっと館におきまして創作プログラム、バーバリウムづくり、折り紙、それから積み木プ
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ログラム、積み木を立体的に組み立てる遊びなんですけれども、それから子供向けの人権教育の映

画上映を実施する。これを１日でしたいと考えておりまして、委託料はその創作プログラムと積み

木プログラムの業務委託です。それから、使用料は映画のレンタル料です。 

 先ほど３日間程度とおっしゃった２つ目の事業としまして親育ち講座を開催する予定にしており

ます。こちらは別の日に学校単位で３回程度、保護者を対象に、発達段階に応じた褒め方や叱り方、

子供の生活づくりなど、子育てや家庭教育についての講話をしたいと考えておりまして、こちらは

講師代と旅費で対応いたします。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） １３７ページ、２０歳記念式開催事業ということで、１８歳から成人を迎

えるということでネーミングが変わったんではなかろうかというふうに思うんですが、別に１８歳

で成人式をしないのだから二十歳で別に成人式でもいいんじゃないんかなというふうは思うんです

が、何かいいネーミングは、二十歳になるので、ないのか、このネーミングを公募するとかという

ような考えはなかったんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 名称についてはそのまま使用するということも一つの案だとは思いま

すが、成人式という名称は成人になることをお祝いするというような意義があると考えておりまし

て、１８歳で開催するのでしたら成人式で、２０歳で祝う形でいくんならその２０歳の節目の年の

二十という名称を使うことで、式典の内容の容易な把握と、あと記念という文字は、祝う言葉のほ

かに心に残る年とするためにそういう名称を内部で検討して決めたということです。 

 先ほどもちょっと２０歳、二十歳と言ったりもしましたが、京都市なんかは二十歳というのを文

字で表現されて式典の名称にされたりしておりますし、公募自体、計画していなかったんですが、

まだ時間がありますから、教育委員会を開催する中で一度検討はしたいと考えています。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） 教育費の１２３ページです。事務局費なんですけれども、７番の報奨金で

すが、講師が３万円で医師が１２万円になっています。これは昨年度の説明では、何か先生の業務

量が多い中でストレス等に対応するためにドクターのその相談ができるようにということで計上さ

れてたと思うんですけれども、この令和４年度はさらのこの講師ということですので、研修会とい

うふうなことも考えているということでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 申し訳ありません。こちらも説明が不十分だったと思います。 

 事務局費の中にはいろいろなことが入っておりまして、昨年度まで教育支援委員会という組織へ

の交付金を８万円、交付金のところに計上していたわけなんですけれども、その交付金の在り方を

見直しを行いまして、その運営費自体を一般会計から直接支出するように変更しました。 

 その教育支援委員会というのは、心身に障害のある幼児、児童、生徒に対しまして、発達や障害

の実態に応じた教育的支援を行うことを目的とした組織でして、発達検査とか特別支援教育に関す

る研究や啓発を行っております。その事務局を教育委員会が担っておりまして、学校医と保育所、

保健福祉課の職員、教職員でメンバーは構成されています。 

 関連経費として７のその報奨金３万円のほかに発達検査に必要な試料購入費を直接計上しまして

交付金を削減したということです。この３万円の経費については、毎年８月下旬ごろに町内の保育

士、それから教職員に対して特別支援教育に係る研修会を実施をしておりまして、その講師代とし

て計上しております。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） そしたらこれは、その令和３年度のその先生のストレスに対するその支援

というところとは全然違うということですね、内容は。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） はい、そうです。医師のほうはストレスに対するほうですし。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） １４１ページ、筒川文化センター管理運営費、今年度、防災センターの設
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計予算がついたところでありますが、文化センターの利用、今後、筒川地区公民館もあそこを使っ

て行事計画等々をしていかんなというふうに思うんですが、グラウンド、それから建ち物、いつご

ろまで利用が可能なのか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 今年度設計した後に工事をいつごろ取りかかるかによってのことだと

思うんですけれども、その工事着工の時期については、有利な財源の確保が条件になりまして、そ

の時期がいつかということがまだ決まっておりませんので、工事着工するまでは使えますというの

が今お答えすることになります。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） そしたら運動会やらそんなのは、ここの一、二年は可能なのかな。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 少なくとも来年度は可能ですし、再来年、うまく財源がつくようであ

れば、再来年から工事ということになる。再来年から工事が必要な期間は使えないということにな

るということです。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第３ 議案第４号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第３、議案第４号 令和４年度伊根町国民健康保険特別会計予算を議

題とし、これから質疑を行います。 

 なお、質疑は慣例により、国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出予算を一区切り、伊根診療所

勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を一区切り、合計２区切りとして行いますので

よろしくお願いします。 

 それでは、初めに国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出予算を対象として質疑を行います。質

疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、伊根診療所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を対象として質疑を行いま

す。１番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 予算書２１１ページの本庄診療所の中の１７節の機械器具費２１０万

３，０００円の予算計上についてお伺いします。 

 ４月からの診療所は、いずれかの診療施設が毎日開いている状態で診察日が重複する日はないと

のご説明でありました。各診療所に今後も往診車を各１台ずつ維持していくというご説明でしたけ

れども、この必要があるのでしょうか。例えば出勤時に駐車されている診療所から往診車で出動す

る等のオペレーションを変更すれば１台でも可能ではないかなと思いますが、そのあたりについて

のご説明をよろしくお願いします。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） 和田議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、結論から申し上げますと、１台では厳しいという状況でございます。当初予算説明では毎

日どちらかの診療所で診察が可能であるとの説明を行いました。時間の都合上、内科診察のみの説

明となりましたが、そこは説明不足だったかなというふうに反省しております。内科以外としまし

ては、伊根診では第２、第４水曜日の午後、眼科、第３水曜日は神経内科、本庄診療所では第１月

曜の午前、整形、第１金曜日の神経内科と、両診療所で診察を行っておる日もあります。 

 本診では現在、内科診療日の午後には３人に対して医師と看護師で往診を行っております。往診

車があることで急変する患者に迅速に対応することもできております。また、さらに北部医療セン
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ターからの派遣医師は若い医師が多いことも多く、基本は医師の自家用車で本診まで出勤を頂いて

おりますが、冬期となると雪道に慣れないお医者さんやお医者さんの自家用車にスタッドレスタイ

ヤを履いていないというお医者さんもおられまして、送迎の必要もあります。両診療所に通院する

患者さんや住民が地域医療を素早く安心して受けられるよう、引き続き往診車は両診療所に配置さ

せていただきたいというふうに考えております。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） すみません。２１１ページの医療用消耗機材費の委託料のところですけれ

ども、これ伊根診療所のほうは産業廃棄物の処理業務というのが入っていますけれども、本庄診療

所には入っていないんですが、いいんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） 山根議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

 医療系廃棄物につきましては、個々の診療所で廃棄物を出すと余分な費用もかかりますので、伊

根診療所で一括して廃棄物処理を行っております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第４ 議案第５号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第４、議案第５号 令和４年度伊根町簡易水道特別会計予算を議題と

し、これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第５ 議案第６号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第５、議案第６号 令和４年度伊根町下水道事業特別会計予算を議題

とし、これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第６ 議案第７号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第６、議案第７号 令和４年度伊根町財産区特別会計予算を議題とし、

これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第７ 議案第８号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第７、議案第８号 令和４年度伊根町介護保険特別会計予算を議題と

し、これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第８ 議案第９号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第８、議案第９号 令和４年度伊根町訪問看護事業特別会計予算を議
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題とし、これから質疑を行います。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第９ 議案第１０号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第９、議案第１０号 令和４年度伊根町後期高齢者医療特別会計予算

を議題とし、これから質疑を行います。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、令和４年度伊根町一般会計予算及び７特別会計予算の全ての質疑が終わりました。 

 全てを通して何か質疑がありましたら、これを受けることといたします。１番、和田議員。 

○１番（和田義清君） 今年は選挙の年、選挙費のほうは計上されておるんですけれども、１点ち

ょっとお伺いしたいのは、ずっと通常、町長選にしましても我々町議選にしましても、ずっと日曜

日に実施されておるんですけれども、これが例えば平日に変更するということは可能なのでしょう

かね。と言いますのは、ちょっと調べましたところ、全国で平日にやっておられるところもありま

すし、なぜ平日にできないのかなというその理由としましては、例えば、恐らく日曜日に選挙を行

うと、出られている職員の方々も超勤扱いになって、ほとんど国の予算とかで賄えているんでしょ

うけれども、町の単費の持ち出しとかもあることを考えると、平日でしたら通常業務とかでもでき

ますし、そのあたりはどうなんかなというところでちょっとお伺いできればなというふうに思って

います。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま和田議員からご質問のありました平日での選挙実施でござい

ますが、和田議員がご質問の中でおっしゃられたとおり、平日実施の団体もあるように聞かせてい

ただいております。 

 公職選挙法上は、特に曜日は指定されておりませんので、平日であっても何ら問題ないはずなん

ですけれども、まず、本町でその従来日曜日に町長選挙、町議選挙はされてきておりまして、また、

国政選挙、京都府の選挙につきましても現在、日曜日でございます。住民の皆さんがその投票日当

日は日曜日という感覚でおられるということも踏まえて、選挙管理委員会では特にウイークデーと

いいますか、日曜日以外の日に実施することについて検討されてはおりません。これまでは検討さ

れていなかったということです。実は法的な制約によってできないというものではないということ

になります。 

 質問の後段のほうで頂いておりました平日実施であれば時間外勤務手当が不要になるのではない

かという部分につきましては、おっしゃるとおり平日時間内に行えばそのような対応は可能になる

んですけれども、いわゆるその通常の業務日でございますので、ほかの業務が、ほとんど全ての職

員を使って投票事務をやっております関係で、まさか役場を閉めるわけにもいかないというところ

もあって、今の扱いになっておるというところでございます。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 全体を通してちょっとお伺いしたいんですが、現在、職員数が６３名、そ

れから会計年度任用職員さんが９０名ということで、駐車場のほうもどんどん狭くなってきている

というのが現実だと思います。新たに駐車場も整備されるということなんですけれども、今後さら

に職員数を減らして、その会計年度任用職員さんのほうを増やしていこうとお考えなのか、こうい

うふうにしないともう行政としてはやっていけないだというような今の現状をちょっと、今後どう

いうふうにお考えになっているかというところをお聞かせ願えるとありがたいんですが。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 職員数の適正なところがどこなのかというところがまずもって大事な

ところかなと考えるんですけれども、実際のところを申し上げますと、ここ数年で退職していく職
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員の補充、既に欠員という認識で補充をしたい職員の数、こういったものを踏まえて、公募する段

階では若干名という形で募集はさせていただいておるんですけれども、なかなかその想定しており

ます人数を採用することができていないという状態にあります。そういったところを会計年度任用

職員を募集することで補っておるという実態はございますが、今後の方向性としては、できるだけ

その、まずその総務省から示されております任期の定めのない職員と会計年度任用職員、いわゆる

非常勤職員と言われる部分のすみ分けですね、任期の定めのない職員にやらせるべき業務と会計年

度任用職員を採用して対応していくべき業務、このあたりのすみ分けの中では、現実には、任期の

定めのない職員を充てるべき業務のところについても会計年度任用職員を充てざるを得ないという

実態がありまして、今後としては、できるだけ任期の定めのない職員を採用して適正数に近づけて

いきたいというふうには考えておりますが、実態としてそれができておりませんという状態でござ

います。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。１番、和田議員。 

○１番（和田義清君） すみません。今のお答えの中で物すごく基本的なことをお聞きするんです

けれども、ちなみに、その最適な正職員の人数というのは、多分、職員の能力とかもあるんでしょ

うからなかなか難しいんですけれども、目安として大体何人ぐらいでお考えになっているんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 各、その会計というのもあるんですけれども、一般会計でプラス、例

えば水道の職員とか国保のほうで支弁しております保健師ですとか、そういったものも含めて

７０名、あるいはプラスアルファというところなのかなというふうに考えております。 

○議長（濱野茂樹君） 暫時休憩します。 

休憩 １３時４６分 

再開 １３時５０分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、

これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第１０ 発議第１号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第１０、発議第１号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決

議について議題とします。 

 お諮りいたします。本案につきましては調整済みであります。したがって、提出者の趣旨説明及

び質疑、討論を省略し直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。提出者の趣旨説明及び質疑、討論を省略します。 

 これから発議第１号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 散  会 

○議長（濱野茂樹君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、１７日の本会議については休会といたします。最終日３月２２日は午後１時３０分から開

催の予定で、冒頭、一般質問から行いますのでよろしくお願いします。お疲れさまでした。 

散会 １３時５２分 
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